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資 料

除草の風土 〔5〕

ラオス中部の水田 にみ られる多様 な草本植物

小坂康之 (京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科)

田 ん ぼ の 畔 を 歩 い て い る と, 一 際 目 立 つ 花 に

出 会 っ た。 ラ ン科 ミズ トン ボ 属 の1種 Habenaria

rostelliferra で あ る。野生 ラ ンの 咲 く田 んぼ にお け る,

人 と植物 との関 わ りを知 りたい と思 っ た。

こ こ ラオス 中部 サ ワ ンナ ケー ト県 の丘陵 地 に は, 

広 く水 田 が拓 か れ て い る。 作 型 は 水 田 の 水 条 件 に

よ って 異 な り, 丘 陵 部 で は雨 季 作 が, 平 地 や 丘陵

部 で も湧 水の ある場所 で は雨 季 と乾季 の 二期作 が,

雨期 に深 く堪 水す る土地 で は減 水 期作 が お こなわ れ

る。 雨期 は5-10月, 乾期 は11, 4月 であ る。 雨季作

で は, 5月 に耕起, 6月 に移 植, 10月 か ら11月 に か

け て収 穫, 乾 季 作 と減 水 期 作 で は12月 に耕 起, 1月

に移 植, 3月 か ら4月 に か けて収穫 す る。 この 地域

で は, 農 薬 は まだほ とん ど使 用 されて い ない。 収量

は, 土 質 や肥 料の投 入量, 天候 に よ って 大 き く左右

され, 0.8t/haか ら2t/ha程 度 と され る1)。

最近 で は トラク ターを所 有す る世 帯 も増加 して い

るが, 水牛による耕起を行う世帯の方が多い。水牛

は, 稲の作付期間中には水田脇の草地や屋敷地周囲

に繋がれ, 前年度に収穫 した稲藁を与えられる。そ

して収穫後には水田に放牧される。また作付期間中

に, 飼主に連れられて畦畔の草を食むこともある。

第1図 は, 雨季盛期の午前10時頃に撮った水田風景

である。中央奥の男性は, 前日の大雨による増水の

対策として水口を補修 している。そして右の女性は,

のんびりと草を食む水牛を紐で引いて畦畔の上を誘

導 し, 途中立ち止まりながらゆっくりと移動 してい

る。図中央の畦畔では, 草がほぼ一定の高さに食い

込まれている。人手による畦畔の除草が行われてい

ないことから, このような水牛の飼養法は, 結果と

して除草の役割を果たしていると考えられる。

畦畔植物2)は, 場所や季節によって大きく異なる。

季節 ごとに代表的な種 を挙げ ると, 雨季 には

Adeusu spp.(ゴ マ ノパ グサ科), Burmannia

第1図 水 牛に 畦 畔 の草 を食 ませ て い る よ うす
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coelestis (ヒ ナ ノ シ ャ ク ジ ョ ウ 科), (Chrysopogon

aciculatus (イ ネ科), Cyperus spp. (カ ヤ ツ リ グサ

科), Fimbristylis pauciflora (カ ヤ ツ リ グ サ 科),

Lindernia spp. (ゴ マ ノバ グサ科), Murdammia spp.

(ツ ユ ク サ科), ヌ メ リグ サ (イ ネ 科) な ど, そ

して乾 季 に は Coldenia procumbems (ム ラサ キ科),

Grangea maderaspatanna (キ ク科) などが観 察 され た。

畦 畔植 物 の 中に は, Habenaria rostellifera (第2図),

Kaempferia galnga (シ ョ ウガ科) な ど, 開 墾 前 の

林 地 の残 存種 と考 え られ る もの もあ る。 また 「Flora

of Thailand」 で希 少種 と され てい る, ナ ガバ ノイ シ

モ チ ソウ (モ ウセ ンゴ ケ科) や Stylidium kunthii (ス

チ リジウ ム科) も確 認 され た。

水 田内 の草 本植 生 は, 主 に水条 件 に よって 分類 さ

れ た。 雨 季 にのみ 湛 水す る水 田で は, 雨季 に ヒデ リ

コ, タゴ ボウモ ドキ, キ カシ グサ な ど, そ して乾 季

に トキ ンソウ (キ ク科), Glinus oppositifolius (ツル

ナ科) な どが 多 く観 察 され る。 年 間 を通 じて 湛水 し

て い る水 田 に は, Limnophila villifera spp. gracilipes

(ゴ マ ノパ グ サ科), ヤ ナ ギ ス ブ タ, コナ ギ, ノ タ

ヌキモ な どが優 占 して い る。

調査 を行 っ た2力 村 にお いて除 草 の対 象 と して認

識 され て いた種 は, わず か3種 にす ぎなか った。 ヒ

デ リコ, タ ゴボ ウモ ドキ お よび Limnophila villifera

ssp. gracilipes で ある。 湧 水 の流 れ込 む水 田 では, 稲

の収 穫 後, L. villifera ssp, gracilipes が田面 を覆 いつ

くす ことが あ る。 そ の よ うな際, 黎 が けの 前 に, ク

ワ を用 いて数 人 がか りで 田面 を耕 し除 草 を行 う。 そ

う しな い と, 絨毯 の よ うに広 が った 同種の 根 に よっ

て黎 が けが妨 げ られ るとい う。 ヒデ リコと タゴ ボウ

モ ドキ は, 時 に稲 の背 丈 を越 えて高密 度 で生 育す る

ことが あ る。 しか し, 特 に繁 茂 した ときに手取 りに

よ り除草 され るだ けで あ り, 全 く除草 が行 われ ない

筆 も あ る。Inamura ら3)は, ラオ ス中 ・北 部 に お け

る天 水 田の やせ た土 壌条 件 下で は雑 草の 生育 が悪 い

こと を報 告 して い る。

一 方, 水 田 の草 本 植 物 は, 直 接 的 あ る いは 間 接

的 に 人 々の生 活 に役 立 って い る。G. oppositifolius,

Limnophila geoffrayi (ゴ マ ノバ グ サ 科), ヤ ナ ギ ス

ブ タ, コ ナギ, ナ ンゴク デ ンジ ソウな どは食 用 とさ

れ る。 特 にL. geoffrayi は, ラオ スの最 も一 般 的 な家

庭 料理 で あ る タケ ノ コス ー プ (keng noomai) の材

料 と して 欠かせ ない。 本種 は雨季 に しか生 育 しな い

ため, 雨季 に採 集 した もの を乾 燥保 存 して 乾季 に も

用 い る ほ ど で あ る。 ま た, Cyperus corymbosus (カ

ヤ ツ リグサ科) と Cyperus pilosus (カ ヤ ツ リグサ科)

を用 いた ゴザ織 を生業 とす る村 もあ る。

年 間の 水 田植生 調査 が終 わ りに近づ い た頃, 収穫

後の 田ん ぼ一 面 に Xyris indica (ト ウエ ン ソウ科) が

咲 きそ ろ ってい た。 一緒 に いた村 人 は, 黄 色 い お花

畑 を前 に して, 「ガー ム ・ノー」(綺 麗 だ な あ) とつ

ぶや い た。 日本 の春, 田 起 こ し前 の 田ん ぼ に広 が る

ゲ ンゲや スズ メ ノテ ッポ ウを眺 め るよ うな感覚 なの

だ ろ うか。

第2図 水 田 の畦 に咲 く Habenaria rostellifera

引用 文 献

1) 小坂康之2003. ラオ ス農村 の水田 と幸 の数々. ア

ジア・アフリカ地域研究3, 277-282.

2) 山口裕文 ・梅本 信也1996. 水田畦畔 の類型 と畦畔

植物の資源学的意義. 雑草研究41, 286-294.

3) Inamura, T., S. Miyagawa, O. Singvilay, N. Sipaseauth

and Y. Kono 2003. Competition between weeds and

wet season transplanted paddy rice for nitrogen use,

growth and yield in the central and northern regions
of Laos. Weed Biology and Management 3, 213-221.


